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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

鹿児島国際航空株式会社所属川崎ベル式４７Ｇ‐２型ＪＡ７０２７は、昭和５３年８月９日

１０時５０分ごろ、機長のみがとう乗して滋賀県愛知郡愛知川町の水田において農薬散布飛行 

中、同水田に墜落して機体は中破した。

本事故による人員の死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５３年８月９日～１０日　現場調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５４年１月２５日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ７０２７は、昭和５３年８月９日０５時１５分ごろ、地元関係者１名を同乗させ、愛知 

川町の場外離着陸場（以下「離時ヘリポート」という。）を離陸し、散布地域の確認調査飛行 

を約５分間行った後、同乗者を降ろし直ちに散布飛行を開始した。

同機は、自己の割当地域（約１００ヘクタール）の散布飛行を行った後、補正散布のため、

１０時４０分作業ヘリポートから第３２回目の離陸を行った。地元関係者が付図に示す位置で 

青色の旗を振り、同機はその間の補正散布地域を散布のため速度４０～５０マイル／時、高度 

約６メートルで東南東から西北西に飛行した。同機は、高さ８メートルの高圧配電線（以下

「配電線」という。）の上を飛び越えた直後、水田に墜落した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員　その他
その他

死亡　０　―　０

重傷　０　―　０

軽傷　０　―　０

なし　１　―

２．３　航空機の損壊の程度

中破

２．４　航空機以外の物件の損壊

約２５平方メートルの水稲に損害を与えた。

２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和２１年１１月３日生

事業用操縦士技能証明書　第６３４７号



限定事項　ヒューズ式２６９型、ヒューズ式３６９型　昭和５１年８月２６日

ベル４７型　昭和５３年４月２５日

第１種航空身体検査証明書　第１１４０２０５１号

有効期限　昭和５４年１月１７日

総飛行時間　３７１時間０９分

ベル４７型による飛行時間　１５６時間３３分

最近３０日間の飛行時間　４６時間４４分

２．６　航空機に関する情報

型式　川崎ベル式４７Ｇ‐２型

製造番号　第１０１８号

製造年月日　昭和３１年４月４日

耐空証明書番号　第東５２‐５０７号

有効期限　昭和５４年２月１５日

総飛行時間　８，３６４時間２４分

事故発生時の推定重量は２，３６５ポンド、推定重心位置は＋０．８３インチと推算され、いず 

れも許容範囲内にあったものと推定される。

２．７　気象に関する情報

機長の口述によると、事故当時の天候は晴、視程良好、南の風０．５～１メートル／秒であっ 

た。

事故現場から北々東約１１キロメートルに位置する彦根地方気象台の０９時００分の観測値 

は、うす曇、視程１５キロメートル、西北西の風、１．９メートル／秒、気温２７．８度Ｃ、相対 

湿度７５％であった。

２．８　航空機及びその部品の損壊に関する情報

センターフレーム湾曲。スキッド破損。バブル破損。ダイナミックストップケーブル切損 

（赤側）。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

機長は、適法な資格を有し、かつ所定の身体検査に合格していた。また、機長の勤務状態及 

び身体状態は事故原因に直接関連がなかったものと考えられる。

同機は、有効な耐空証明を有しており、事故発生時まで正常な状態であったものと推定され 

る。

機長の口述によると、機長は自己の散布地域を終了し、補正散布のため１０時４０分離時ヘ 

リポートを離陸した。事故直前の補正散布は付図に示す経路で吸気圧力２２～２３インチ、速 

度４０～５０マイル／時、高度約６メートルで、東南東から西北西に散布飛行を行った。

機長の口述及び調査結果から、機長は、前方にある高さ８メートルの配電線を視認し、これ 

を飛び越えるため、配電線の手前５０～６０メートルの位置でサイクリックスティックを手前 

に大きく引いたものと推定される。上記操作により、同機は極端な機首上げの姿勢となり、配 

電線の上空７～１０メートルにまで急激に上昇することにより、速度が急減し、迎角の増大と 

ともにメインロータ回転が低下して、振動が発生し揚力低下により沈下したものと推定される。

機長は、これに対しサイクリックスティックを左前方に大きく操作したものと推定され、これ 

により、同機は左に緩旋回をしながら降下したが、前方に物置小屋を視認し右ラダーをいっぱ 

いに操作して機首の向きを右に変更すると同時に、やや機首下げの姿勢で墜落したものと推定 

される。

４　結論

(1)　機長は、適法な資格を有し、所定の身体検査に合格しており、身体状態は事故原因に直接 

関連はなかったものと推定される。

(2)　ＪＡ７０２７は、有効な耐空証明を有し、事故発生時まで正常な状態であったものと推定 

される。

(3)　同機は、補正農薬散布飛行中、配電線を飛び越えるため、極端なサイクリックスティック 

操作による急上昇を行ったものと推定される。

(4)　上記操作により、同機は、揚力の低下をきたし、水田に墜落したものと推定される。



原因

本事故は、機長が、低高度において、極端なサイクリックスティック操作による急上昇を行  

ったため、揚力の低下をきたしたことによるものと推定される。



事故現場見取図
事故現場見取図



付図


